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備
北
信
用
金
庫
理
事
長

柴し
ば

倉く
ら 　

清き
よ
しさ

ん 

（63）  

（
正
宗
町
）

黄

綬

褒

章

「
創
立
以
来
83
年
の
長
き
に
わ

た
り
、
当
金
庫
を
支
え
て
い
た

だ
い
た
先
輩
方
を
は
じ
め
、
現

役
の
役
職
員
、
そ
し
て
、
な
に

よ
り
長
き
に
わ
た
り
ご
支
援
・

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
地
域
の

皆
様
の
お
力
で
堅
実
経
営
が
で

き
た
こ
と
が
受
章
に
つ
な
が
っ

た
も
の
で
あ
り
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
」
と
柴
倉
さ
ん
。

　
昭
和
48
年
に
入
庫
以
来
、
地

域
密
着
の
営
業
と
取
引
先
と
の

相
互
扶
助
を
貫
き
、
平
成
21
年

に
理
事
長
へ
就
任
。
地
域
の
発

展
や
中
小
零
細
企
業
の
支
援
な

ど
、
地
域
と
の
共
存
共
栄
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

秋

の

叙

勲

〈
旭
日
双
光
章
〉

岡
山
県
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
長

吉よ
し

岡お
か 

伸の
ぶ

子こ

さ
ん 

（74）
（
有
漢
町
有
漢
）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　
「
こ
の
受
章
は
、
こ
れ
ま
で

活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
た

高
齢
者
叙
勲

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
あ
り
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に

な
る
よ
う
活
動
を
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
吉
岡
さ
ん
。

　
昭
和
51
年
に
地
元
の
防
火
ク

ラ
ブ
へ
入
団
後
、
防
火
に
対
す

る
啓
発
活
動
な
ど
地
域
の
安
心

安
全
の
た
め
に
尽
力
。
平
成
13

年
か
ら
現
職
を
勤
め
て
い
ま

す
。

〈
瑞
宝
単
光
章
〉

元
日
本
国
有
鉄
道
職
員

田た

中な
か 

藤と
う
一い
ち

さ
ん 

（83）
（
落
合
町
阿
部
）

　
「
誠
に
光
栄
で
す
。
昭
和
53

年
の
庭
瀬
駅
助
役
の
時
に
は
、

先
輩
方
の
ご
支
援
と
同
僚
の
ご

協
力
で
業
務
改
善
と
効
率
化
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
田
中
さ
ん
。

　
昭
和
23
年
か
ら
退
職
ま
で
38

年
間
、
備
中
高
梁
駅
な
ど
に
勤

め
、
主
に
営
業
を
担
当
し
ま
し

た
。「
お
客
様
が
第
一
の
気
持

ち
で
勤
め
ま
し
た
」
と
振
り
返

り
ま
す
。

〈
瑞
宝
単
光
章
〉

元
高
梁
市
消
防
司
令
長

難な
ん

波ば 

増ま
す

雄お

さ
ん 

（65）
（
落
合
町
阿
部
）

　
「
長
年
、
勤
め
ら
れ
た
の
は
、

家
族
、
先
輩
、
同
僚
、
消
防
関

係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご

指
導
の
た
ま
も
の
と
深
く
感
謝

し
て
い
ま
す
。
県
下
一
の
救
助

技
術
を
目
指
し
、
日
々
訓
練
を

重
ね
技
術
習
得
に
鍛
錬
し
た
こ

と
が
思
い
出
」
と
難
波
さ
ん
。

　
昭
和
43
年
に
消
防
吏
員
に
任

命
さ
れ
、
消
防
本
部
総
務
課
長

補
佐
、
消
防
署
長
を
歴
任
。
平

成
21
年
に
退
職
す
る
ま
で
、
職

務
に
精
励
し
ま
し
た
。

〈
瑞
宝
双
光
章
〉

元
特
定
郵
便
局
長

平ひ
ら
松ま
つ 
為た
め
三さ
ぶ
郎ろ
う

さ
ん 

（88）

（
備
中
町
東
油
野
）

　
「
こ
の
受
章
は
、
身
に
余
る

栄
誉
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の

心
温
か
い
ご
指
導
と
ご
高
配
の

お
か
げ
で
す
。
地
域
に
密
着
し

た
親
し
ま
れ
る
郵
便
局
を
目
指

し
て
勤
め
て
き
ま
し
た
」
と
話

す
平
松
さ
ん
。

　
昭
和
21
年
に
湯
野
郵
便
局
に

採
用
さ
れ
、
昭
和
53
年
に
湯
野

郵
便
局
長
に
就
任
。
昭
和
63
年

に
退
職
す
る
ま
で
、
42
年
間
に

わ
た
り
、
郵
政
事
業
に
尽
力
し

ま
し
た
。

功績をたたえて
栄
光
を
た
た
え
ま
す

「
た
く
さ
ん
の
応
援
の
お
か
げ

で
、
国
体
で
７
位
入
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
大
学
で
も
頑
張
り

ま
す
」

南み
な
み 　

雅ま
さ

人と

君 

（
原
田
南
町
）     

金
光
学
園
高
校
３
年

齋さ
い

藤と
う 

愛あ

美み

さ
ん 

（
落
合
町
近
似
） 

高
梁
中
学
校
３
年

「
高
校
１
年
生
も
含
め
た
競
技

で
、
準
決
勝
に
進
出
で
き
た

こ
と
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

来
年
も
出
場
で
き
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
練
習
を
頑
張
り

ま
す
」

■
国
民
体
育
大
会
［
サ
ッ
カ
ー
・
女
子
］

（
10
月
18
日
～
21
日
・
長
崎
県
）

向む
か

井い 

紗さ

月つ
き

さ
ん 

（
本
町
）　　

  

吉
備
国
際
大
学
２
年

「
全
員
が
優
勝
と
い
う
目
標
を
掲
げ
た
中
で
の
敗
退
で
、
す
ご

く
悔
し
か
っ
た
で
す
が
後
悔
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
の
試
合

で
一
番
い
い
試
合
で
し
た
。
今
回
、
国
体
で
経
験
し
た
こ
と
を

生
か
せ
る
よ
う
に
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

遠
い
中
、
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
大
会
ス
タ

ッ
フ
の
皆
様
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
渡
邊
さ
ん
。

依よ

田だ 

夏な
つ

紀き

さ
ん 

（
新
町
）        

吉
備
国
際
大
学
３
年

大お
お

庭ば 

杏あ
ず

樹き

さ
ん 

（
原
田
南
町
）  

吉
備
国
際
大
学
３
年

坂さ
か

本も
と　

 

葵あ
お
いさ

ん 

（
栄
町
）        

吉
備
国
際
大
学
３
年

渡わ
た

邊な
べ 

和か
ず

美み

さ
ん 

（
弓
之
町
）     

吉
備
国
際
大
学
４
年

金か
な

森も
り 

彩あ
や

加か

さ
ん 

（
松
原
通
）     

吉
備
国
際
大
学
４
年

森も
り

迫さ
こ 

あ
や
め
さ
ん 

（
成
羽
町
下
原
） 

作
陽
高
校
３
年

■
国
民
体
育
大
会
［
陸
上
・
少
年
女
子
Ｂ
］

準
決
勝
進
出　
（
10
月
18
日
～
22
日
・
長
崎
県
）

■
国
民
体
育
大
会
［
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
少
年
男
子
］

　

７
位　
（
10
月
18
日
～
21
日
・
長
崎
県
）

中な
か

田た 

晴は
る

香か

さ
ん 

（
正
宗
町
）     

同
志
社
大
学
３
年

「
層
の
厚
い
成
年
の
部
で
の
入

賞
は
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
さ
ら
に
練
習
に
励

み
来
年
は
上
位
を
狙
い
ま
す
。

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」

■
国
民
体
育
大
会
［
馬
術
・
成
年
女
子
］

６
位　
（
10
月
17
日
～
21
日
・
長
崎
県
）

森も
り

岡お
か 

正ま
さ

亘の
ぶ

さ
ん 

（
川
面
町
）

品
川
リ
フ
ラ
ク
ト
リ
ー
ズ
㈱
西
日
本
工
場

■
国
民
体
育
大
会
［
軟
式
野
球
・
成
年
男
子
］

（
10
月
18
日
～
21
日
・
長
崎
県
）

細
ほそ

川
かわ

 壽
す

美
み

雄
お

さん（88 歳・成羽町成羽）
　平成９年以来長きにわたり、文化財専門委員、文化財保護審議会委員、伝統的建造物群保存地区保存審議会
副会長を歴任し、本市の文化財の保護と保存に尽力しました。また、豊富な経験と知識により成羽町史の編さ
んに携わるなど、地域文化の継承に多大な貢献をしています。

巨瀬祇園踊り保存会［代表者・大
おお

江
え

 保
やす

男
お

さん］（巨瀬町）
　昭和40年の発足以来長きにわたり、300年以上の歴史を持つ地域の伝統芸能「祇園踊り」の伝承、普及活
動に積極的に取り組み、伝統文化の保護に多大な貢献をしています。また、学校や地域行事への積極的な参加、
福祉施設での披露などの活動を通じて、本市の地域振興に寄与しています。

　教育、学術、文化および体育のために尽力し、その功績が顕著で
他の模範となる個人や団体を表彰する、平成26年度高梁市教育委
員会表彰の表彰式が、11月５日に高梁市文化交流館で行われました。
■問い合わせ　学校教育課総務係☎ 21- １５００

高梁市教育委員会表彰
右
か
ら
、
細
川
壽
美
雄
さ
ん
、
巨
瀬

祇
園
踊
り
保
存
会
長
大
江
保
男
さ
ん
、

同
副
会
長
松
森
勇
さ
ん

　

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
市
内
で
活
動
し
、
文
化
や
ス
ポ

ー
ツ
活
動
の
全
国
大
会
出
場
、
そ
れ
に
準
ず
る
成
績
を
収

め
た
個
人
・
団
体
の
情
報
が
あ
れ
ば
、お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

秘
書
政
策
課
公
聴
広
報
係
☎
21
‐
０
２
１
０


